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Day 1の最後に、少しだけ「人間側」の実践的な話を

本日のコンテキスト
朝から高度な品質やアーキテクチャの話題、お疲れ様でした。

本日最後の発表はシステムの話から少し離れ、
AIに対して最終責任を負う「人間」にフォーカスします。

本セッションの立ち位置
AIの出力を最終的に使う、現場に根ざした実学をお話しします。

どんなに優れたシステムでも、AI利用の品質の最終防衛線は
人間の「力量（ISO 42001: 7.2）」にあります。
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現場に委ねられる「力量」の具体化

規格の要求（What）
AI運用に影響を与える人々の
「力量（Competence）」の確保（ISO 42001）

現場のリアルと課題（How）
具体的な実践手法は現場の裁量に委ねられています。

AIの出力結果を「なんとなく良さそう」で使ってしまうリスクに、
私たちはどう立ち向かうべきでしょうか。
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人間とAIの、決定的なコミュニケーションギャップ

私たちのコミュニケーションの前提
日本語は 「行間を読む」「よしなにやっておく」 という
高コンテキストな文化です。

AIの仕様と品質劣化の引き金
AIは文脈を忖度しない、
極めて「低コンテキスト」なシステムです。

曖昧な指示を与えると、誇張もありますが、
AIは1%の事実と99%の推測で
「よしなにでっち上げ」 ます。

根本的な原因
これはITスキルの不足ではなく、
私たちの「文化的なコミュニケーションの癖」に起因しています。
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「なんとなく」が組織リスクへ波及するプロセス

品質劣化の七層モデル
流暢なAI出力を過信した結果、
個人のミスが組織全体へ波及していく
不可逆なプロセスです。

これを防ぐには、
プロンプトのテクニックではなく
「認知の切り替え」が必要です。

品質破壊の七層モデル

第1層：表現の自然さへの過信 AIの出力が流暢なため,
内容を吟味せず「正しい」と思い込む.

第2層：前提・条件の非言語化 指示が曖昧になる.
本来言語化すべき前提や条件をAIの解釈に
委ねる.

第3層：判断主体の曖昧化 「AIが言っているから」を判断の根拠とし,
責任の所在が不明確になる.

第4層：検証・反証工程の形骸
化

AIの出力を「正解」とみなし,
批判的な検証やファクトチェックを怠る.

第5層：原因分析の言語化不
能

問題発生時,自身の指示の問題点を言語化
できず,学習が阻害される.

第6層：判断基準の非共有化 個人のAI利用がブラックボックス化し,チーム内
でAI利用の品質基準が共有されなくなる.

第7層：不安定運用の組織的
拡散

検証されないプロセスが組織全体に横展開さ
れ,不安定なAI活用が常態化する.
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高コンテキストから低コンテキストへの「意図的な変換」

論理的コミュニケーション体系の応用
必要なのは 「よしなに」 を捨て、事実と論理を一つ一つ
意図的に積み上げるアプローチです。

4つの実践手法
【入力】
①指示の構造化 ②主語の明記

【出力】
③事実と意見の分解 ④WHYによる深掘り
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【入力】AIに忖度させない技術（第2層への対策）

2つの入力手法
①指示の構造化（思考の型）

散文を避け、「主題・根拠・まとめ」の
明確なフォーマットに当てはめる。

②主語の明記
日本語特有の主語の省略を禁止し、
「誰が」「何を」を明示する。

規格（ISO/IEC42001）との一致 （8.1 運用）
入力フォーマットの標準化が、属人的になりがちな
指示プロセスにおける明確な「基準」となります。
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【出力】AIの推論を解体する技術（第1層・第4層への対策）

2つの出力評価手法
③事実と意見の分解

AIの出力を
「客観的な事実」 と
「主観的な意見（推論）」に切り分ける。

④WHYによる深掘り
意見に対し、「なぜ有効か？」「根拠は何か？」
WHY（なぜ）の問いかけを使い対話ループで要求する。

規格（ISO/IEC42001）との一致 （9.1 評価 / B.9.3 透明性）
ブラックボックスな出力に対し、
利用者が主体的に説明可能性を要求する監視プロセスです。
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現場の開発・テスト担当者は、本当にAIを疑えるのか？

実証実験の設計
ソフトウェア開発・テスト実務経験者の8名を対象とした対照実験

AIを用いた人事課題レポート作成タスク（制限時間15分）

チームA（事前学習あり）と
チームB（お題1：学習なし → お題2で学習ありへ推移）を比較

実験完了後に全員からのアンケートを回収

検証の狙い
データ数は小規模（N=8）ながら、
現場の生々しい行動変容を記録し検証しました。
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「鵜呑み」から「検証」へのシフト

対話行動の変化（チームBの推移）

指示の構造化
0% → 50%（自発的に見出しを使用）

WHYによる深掘り
0% → 75%

行動変容の成果
ただ答えを受け取るだけの状態から、
自発的に「なぜ？」「根拠は？」 と検証する行動が形成されました。
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「それらしい文章に納得してしまっていた」という自覚

意識変化とメンタルモデルの補正

25%が「表現の自然さを過信していた」と自己申告
（第1層への自覚）

50%が「常に『なぜ？』と問う意識が必要だった」と回答 
（第4層からの脱却）

規格（ISO/IEC42001）との一致 （7.3 認識）
この手法の実践自体が、従業員に対する強烈な
「リスク認識の教育アプローチ」として機能します。
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現場の実践が、ISO 42001の要求を満たす

ボトムアップによる規格適合

7.2 力量：盲信を防ぐ論理的対話スキルの習得
8.1 運用：構造化による入力フォーマットの標準化
9.1 評価：WHYの深掘りによる妥当性の客観的検証

次の課題へ
しかし、美しい理論だけでは現場は回りません。
ここからは「現実の壁」を考察します。
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現場の悲鳴：「情報を読み解く時間がない」

実運用上の2つの限界（アンケートからの生の声）
限界①
認知的負荷の高さ（事実と意見の分解が難しい） ：50%

限界②
時間的資源の不足（処理する時間が足りない） ：50%

残存する属人性リスク
AIの推測を事実のように断定引用してしまうケースが
一部残存しました。 （第3層の課題）

高負荷・時間不足の環境では、
事実と意見（推測）の見極めが個人の読解力に依存し、
成果物の正確性にばらつきが生じます。
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マクロな課題としての「空気と行間を読む」コミュニケーション

認知的負荷の根本原因

組織的な脱却の必要性
超・低コンテキストなシステムであるAIと付き合うには、
組織単位でこの「曖昧さ」から意図的に脱却する仕組みが必要です。
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実践を支える「時間」という資源の確保

規格（ISO/IEC42001）との一致 （7.1 資源）
AIの出力を適切に読み解き、真偽を判定（検証）するため、組織
は計画的に「検証・教育のための十分な業務時間（資源）」を確保
する必要があります。
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ボトムアップの成果：現場が獲得できる「力量」

抽象的な要求から具体的な「How」へ
ISO 42001が抽象的に要求する利用者の「力量」は、
「言語技術」という具体的な実践手法を適用することで
充足できることが検証されました。

AI専門家ではないビジネスパーソンの実践
このスキルを用いることで、
AIの専門家でなくてもAIとの認知的ギャップを埋め、
規格が求める明確な運用（8.1）
客観的な評価（9.1）
を、現場レベルからボトムアップで実践することができます。
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持続可能なAIマネジメントシステム実現の両輪
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本セッションのまとめと今後の課題

論証の結論
AIによる品質劣化は、言語技術を用いた指示の構造化と
出力の検証プロセスによって防ぐことができます。

その実践には、現場の努力だけでなく、
組織による教育導入と時間的資源の確保が不可欠です。

今後の研究課題
本稿で対象外とした第6層（判断基準の非共有化）および
第7層（不安定運用の組織的拡散）に対する、
チーム単位での品質基準共有プロセスの構築。

ソフトウェア品質シンポジウム2026



Day 1の締めくくりとして

本セッションが皆様の現場での実践の一助になれば幸いです。
明日のDay 2も実りある一日となりますように。

ご清聴ありがとうございました。
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